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は じ め に

現 在,電 気 ・ガス ・水 道 ・電 話 ・NHK受 信 料 な どの公 共 料 金 は,金 融 機 関 か らの 引落 しが 一

般 化 して お り,こ の 払 込 み 通 知,す な わ ち振 替 え に と もな う領 収 証 の 発 行 がそ れ ぞ れ個 別 に行 な

わ れ て お り,国 民 経 済 的 に無 駄 が 多 い と考 え られ てお ります 。 ま た,消 費 者 に と って も,引 落 し

日 の指 定 がで き ない,引 越 しに と もな う住 所 変 更 の 連 絡 を各 社 個 別 に しな けれ ば な らな い等,現

在 の シス テ ム に 種 々 の不 満 を感 じて い る との声 を聞 くこ とが あ ります 。

本 委 員 会で は,こ の よ うな 問 題 の解 決 策 の一 つ と して,ま ず,処 理 通 知 の共 同 化 の 問題 を取 り

上 げ,ど ん な問 題 点 が あ るか 現 状 の認 識 か ら入 り,共 同化 す るた め の問 題点 を洗 い 出 し,考 え ら

れ る モ デ ル案 の メ リッ ト ・デ メ リ ッ ト等 を含 め 検 討 す る こと に い た しま した 。

本 報 告 書 は,そ の 成 果 を と りま とめ た もので す が,公 共 料 金 の 処 理 通 知 に 関 して ご 関心 の あ る

方 々 の ご参 考 に なれ ば幸 い に存 じま す 。

昭和62年1月

財団 法人 データベース振興 セ ンター

理事 長 円 城 寺 次 郎
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1.公 共 事 業 体 にお け る公 共 料 金処 理 通 知 システ ム の 現 状

、

公共料金 の処理通知 の共同化の可能性 を探 るため には,ま ず,公 共事業体 各社の現在 の処理通

知の状況 を把握す る必要 があ る。

本委員会 に参加 した各 車業体の検針方法,口 座振替状況,通 知方法 などは以下の よ うにな って

い る。

川 東 京 電 力

*毎 月 検 針(約3,500人)を 行 な い,そ の 指針 時 に,一 枚 にな って い る当 月 の 電 気 使 用 量 の

お知 らせ と前 月 の 電 気 料 金 領 収 証 を投 函 して い る。

そ の た め,利 用 者 へ の 通 知 コス トは,人 件 費 を除 くと実質 ゼ ロで あ る。

*郵 便 は が きに よ る利 用者 へ の 通知 は,希 望 者 およ び 指定 口座 の残 高不 足 に よ り振 替 が で き

なか った 時 で あ る。

検 針 日 よ り10日 目 に初 回 振 替(引 き落 し率95%),20日 目 に再 振 替(同2.5%)。

*21日 目以 降 は遅 集 料 金(5%)の 割 増 と な る。

*口 座 振 替 利 用 者 数 は,管 内 の ユ ーザ ー数1,700万 件 の うち,75%で あ る。

*参 考 まで に,9電 力 の ユ ーザ ー数 は4,900万 人。

② 東 京 ガ ス

*隔 月 ご とに検 針(約1,100人)を 行 い,そ の検 針 時 に一 枚 に な って い る ガス 使 用 量 の お 知

らせ と ガ ス料 金 等 口座 振 替 済領 収 証 を投 函 して い る。

そ のた め,利 用 者 へ の通 知 コス トは,人 件 費 を除 く と実 質 ゼ ロで あ る。

*郵 便 はが きに よ る利 用者 へ の通 知 は,指 定 口座 の 残高 不 足 に よ り振 替 がで き な か った時 の

み で あ る。

*回 収方 法 別 件 数 構成 は以 下 の と お り。

口 座 振 替4,392千 件73.4%

持 参 払 い1,360千 件22.7%

訪 問 集 金231千 件3.9%

合 計5,983千 件

1



(3)NHK

*

*

*

*

*

*

*

一契約当 りの受信料金が一 律 で あ るた め ,電 力,ガ スの よ うに検 針者 は,必 要 な い。

通 常,年 間 を6期 に分 け,2カ 月 ご とに徴 収 して い る。6カ 月 あ る いは1年 分 一 括 払 いだ

と割 引 もあ る(一 年 分 一 括 の場 合12分 の1割 引)。

郵 便 は が き に よ る利 用者 へ の 通知 と して は,① 口座 振 替 に よ る放 送 受 信 料 領 収 証 と② 指 定

口座 の残 高 不 足 に よ り振 替 が で きな か った 時 の放 送 受 信 料 ご 入金 のお 願 いが あ る。 これ ら

の通 知 は,す べ て渋 谷 郵 便 局 か ら発 送 され て お り,郵 便番 号 ご とに区 分 け して い るた め,

10%割 引 が適 用 され て い る。

口座 振 替 利 用 者 は2,000万 世 帯(全 利用 世 帯3,000万 世 帯 の65%)で あ る。

振替 日は,偶 数 月 の26日 引 き落 し率96～97%

奇 数 月 の26日20万 件 の 引 き落 し

通 知 の た め の郵 送 費 は年 間20億 円程 度 。

口座 振替 以外 の 利 用者 の た め,集 金 人 が 約4.OOO名 い る。

(4)NTT

*全 国4,500万 の 利 用者 へ の通 知 は,す べ て郵 便 は が き に よ っ て行 な わ れ て お り,集 金 は や

って い な い。

*利 用者 へ の通 知 は,ま ず,前 月 の 利 用料 金 が 口座 か ら振 替 え られ た こと に よ る電 信電 話料

金 領 収 証 と次 回 口座 振 替 金 額 の お 知 らせ が 一 緒 に な って い るは が きが配 達 さ れ る。 っ ぎ に,

預 金 口座 が残 高 不 足 の 場 合,預 金 口座 へ の 入 金 の お願 い とい うは が きが 郵 送 され る 。

*

*

*

*

利 用者 へ の 料金 の 回収 につ いて の 対 応 は,す べ て各 電話 局 で行 って い る。

口座 振替 利 用者 は78～79%で あ る。

支払 期 日まで の 入金 率 は 約90%,支 払 期 日か ら40日 後 の入 金 率 は98～99%と な っ

て い る。

口座 振 替 利 用 者 へ の 年 間 の郵 送 費 は 概 算150億 円 。

一2一
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⑤ 公共料 金通知 システムの現状 一統 括表一

検針日より領収証 領収証 口 座 振 替 初 回 振 替 通 知 コ ス ト(年 間)

検針方法 検針員数 検針 日 初回振替日 ユ ー ザ ー数

発行までの期簡 発行 日 利用者(%) 引き落 し率 郵便費 人 件 費

19ブ ロ ッ ク

東京電力 検 針 員 約3,500人 毎 に 毎 月 検針後 1カ 月 翌月の 1,700万 1,275万 95% 約100億 円

決め られた

日

10日 目 検針 日 (75%)

19ブ ロ ッ ク

東京ガス 検 針 員 約1,100人 毎 に 隔 月 検針後 1ヵ 月 翌月の 600万 440万 96.3% 33億 円

決められた

日

第8営 業日 検針日 (73%) (1,100人 ×300万)

NHK 受信料一律 *集 金人 な し 偶数月 『 奇数月 3,000万 2,000万 96～97% 20億 円

約4,000人 26日 の13日 (65%)

電話局のメ
検針は他の

業務と複合
翌月

150億 円

(3,550×

NTT
一 タ ー ・チ して行 って

いるので検
6群 の 各 検針 日から 20日 振替日 4,500万 3,550万 96.2%

40円 ×

エ ッ ク
針員の数は 最終営業日 1カ 月後 の10日 (79%) 0.9×12

不明 前
ケ月)



⑥ 検討の留意点

以上の現状 に基 づ き,今 後 の共 同化 の可 能性 を探 る場合,以 下の諸点に留意 して検討 を進め

ることになった。

1.日 本 の 郵 便 料金 は,米 国 の郵 便 料 金 に比 べ て か な り割 高 で あ る。

2.米 国 に は,1通 に っ き5-10件 のDMを 一 緒 に同封 して,郵 便 料金 を 節約 す るMarriage

Mailと い うシ ス テ ムが あ る。

3.こ のMarriageMailシ ステ ム を 日本 の公 共 料 金 の 通 知 シ ス テ ムに 導 入 し,通 知 コス トを

削 減 す る等 の 可 能 性 を検 討 で きな い か 。

4.た だ し,基 本 的 な 問題 と して は,各 社 の 料 金 通 知 シス テ ム に違 いが あ る。 即 ち,検 針員 に

よ る通知(東 京 電 力,ガ ス)と 郵 便 は が き に よ る通 知(NHK,NTT)で あ る。

5.個 人 の家 庭 と法 人 とで は同一 で は な い。

6.検 針 員 を 配 置 して い る 東 京 電 力,ガ スの 場 合 に は,検 針 員 が 消 費 者 の 相 談 窓 口 に もな

って い る。100件 に数 件 は相 談 が あ る。

7.検 針 員 を い ろ い ろ なPRに も活 用 して い る。 またfacetofaceの 触 れ合 い も企 業 活

動 の一 環 と して大 切 に した い。

8.東 京 ガス の場 合 に は,法 律 に基 づ い て年1回 ガ ス器 具 の安 全 な 使 い方 のPRを して い る。

9.振 替 を 一 括 に した 場 合,引 き落 しの優 先 権 や プ ラ イバ シ ーの 問 題 が で て くる。

10.初 回 の 引 き落 し率 が何 れ も95～97%と 高 率 で 一致 して い る。

11.ク レジ ッ ト会 社 の 場 合5%の 未 回 収 が あれ ば 事 業 は成 立 しな い 。

12.郵 便 の 場 合,転 居 先不 明,表 札 が 無 い な ど の 理 由で 未 着 の 問 題 もあ る。

)
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2.公 共 料 金 処理 通 知 シ ステム 共 同 化 につ い て の 問 題 点

各 公 共 シ ステ ムの処 理 通 知 の 現 状 お よび検 討 上 の 留意 点 を ベ ー ス に,仮 に共 同化 を実 施 す る と

す れ ば,ど ん な問 題 点 が 考 え られ るのか 。.

下 記 の前 提 条件 の もと に検 討 した結 果,以 下 の よ うに,多 様 な問 題 点 が ク ロー ズ ア ップ して き

た 。 これ らを,(イ)基 本 的 問 題(ロ)技 術 的 問 題 レ→そ の他 の問 題 と して整 理 す る と次 の よ うに な る。

川 前提条件

① 第1回 目の 引き落 と し通 知状(領 収証)の 合封郵送 に限定。

② 公共 料金関連通知合封郵送 を行 う第3者 機関を設置。

③ 第3者 機 関で は,電 力会社,ガ ス会 社,NHK,NTT等 公共会社か ら,ユ ーザ ーに通知

したい内容 と通知先 に関す る情報 を受取 り,ユ ーザ ー毎にま とめて合封郵送 。

④ 第3者 機 関では,公 共料金請求先 ユ ーザー名簿(デ ータベ ース)を 持つか,公 共会社か ら

受取 った通知先情報の付 け合 わせ によ り,同 一 ユーザーの認識 及 び宛 て名書 きの処理を行 う。

② 問 題 点

(イ)基 本 的 な問題 点

① 第3者 機 関設 立,運 営 上 の問 題 点

*第3者 機 関設 立,維 持 管 理,運 営 にどの 位 の 費 用(投 資),人 員 が 必 要 か 。

*組 織 形 態 の在 り方 。

*採 算 性 は ど うか 。

② プ ライ バ シーの 問 題 点

*合 封 シス テ ム を運 営 して い く結 果 と して,ユ ーザ ー に 関 す る情 報 交 換 が 各 公共 会 社 間

で で きて しま う。

*通 知 状 の 発行 のみ な らず,他 の 目的(DM等)に 利 用 さ れ る可 能 性 が あ る。

*引 き落 と し口座 が 統一 され た 場 合,ユ ーザ ー の ライ フ ス タイ ル が 丸 裸 に さ れ て しま う

可 能 性 が あ る。

③ コス ト ・シ ェア リン グ

*共 同 化 の実 施 に 当 って は,公 共 料 金通 知 シス テ ムの 現 状 の総 括 表(3ペ ー ジ参 照)を

参 考 に コス ト ・シ ェア リン グを 検 討 す る必 要 が あ る。
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④FacetoFacecontact

*東 京電 力,ガ ス の場 合 は,検 針 員 を使 って,検 針,及 び領 収 証 の 配付 を確 実 に行 うの

み な らず,器 具 の操 作 方 法 の 指導,苦 情 の 受 付,各 種 相 談 サ ー ビス 等 も担 当 して い る。

*人 間 を介 在 させ たハ イ ・タ ッチ な システ ム は,今 後 の マ ー ケテ ィ ング戦 略 を考 察 す る

上 で も1っ の キ ー と成 り得 る も の と思 わ れ る。 しか しな が ら,訪 問 販 売 の 問 題 も有 り,

世 論 の コ ンセ ンサ ス を 得 た シ ス テ ムを作 る べ きで あ る。

⑤ 引 き落 と し手数 料 の 差異

*郵 政10円/件

その 他5円/件

(ロ)技 術的な問題点

① 第3者 機 関による公共会社 か らの情報の受取 方 について

*宛 名,通 知 内容が記載 され た帳票 ベースな ら,各 社 の独 自性(柔 軟性)は 確 保 され る

が,そ の場 合,ユ ーザ ーの認識,仕 分等が手作業 とな るか。

*MTベ ース と した 場 合,通 知 帳 票 を ユ ーザ ー毎 に一 括 出 力(印 刷)と な り,ど こ まで

各 社 の独 自性 を確 保 で き るか 。

*各 社 の独 自性(柔 軟 性)確 保 の必 要 性 が あ るか 。

② 同一 ユ ーザ ー の認 識 及 び 宛 名書 きの処 理 に つ い て

*宛 名書 き処 理 の 自動 化 の た め には,請 求 先 ユ ーザ ー名簿 の デ ー タベ ー ス化 が 必 要 。

*各 社 保 有 ユ ーザ ー名 簿 デ ー タベ ース か ら編 集 ・作 成 で き るか 。

*又 は,上 記 ユ ーザ ー側 メ リッ トの享 受 を 希 望 す る ユ ー ザ ー か ら申込 書 の 提 出 を 受 け,

申込書 を基 に新 規 に デ ー タベ ー ス構 築 。

③ 通知 状 発行 に お け る 日程 上 の 問 題 点

*各 公共 会 社 は それ ぞ れ の 料金 群 や発 行 日程 に従 い 処 理 して い るの で,そ の 日程 調 整 が

難 しい。

*特 にNTTの 場 合 には 引 き落 と し通 知 は次 料 金 月 の事 前 案 内書 も兼 用 してい るた め,

合 封 等 に よ り 日数 が と られ,引 き落 と し 日の10日 前 発 行 が 確保 出来 な くな る。

*行 方 不 明等 で 不 達 が あ った 場 合,返 却 さ れ た事 前 案 内 書 が,合 封発 送 会 社 経 由 で 戻 さ

れ るの で,対 策 が 遅 れ る可 能 性 が あ る。

*現 状 よ り遅 れ て通 知 す る こ と になれ ば サ ー ビス ダ ウ ンに な り,企 業 の 合 理 化 努 力,あ

るい は国 民 経 済 的 無駄 とい う観 点 だ けで は 受 け入 れ られ な い。
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φ

④ 合封 郵 送 す る場 合 の キ ーコ ー ド(名 寄 せ コ ー ド)関 連

(a)口 座 番 号 と す る場 合

次 の 問題 が あ り一 括 送 付 の 効 果 が 減殺 され ると と もに ユ ー ザ ーへ の通 知 の扱 い が統 一

で きず(個 々バ ラバ ラ と な り)事 務 が繁 雑 に な る。

*サ ー ビスの 契 約 者 と口座 の 名 義人 が異 な る場 合 が あ り ,サ ー ビス毎 に宛 先 が 異 な る こ

とが あ る。

*サ ー ビス 毎 に異 な る 口座 を 持 って い る ユ ーザ ー に は 口座 を 統 一 して 貰 わ な け れ ば 効 果

が 少 な い。

*各 公 共 会 社 で料 金 群 が 異 な るた め,1人 の ユ ー ザ ー に 口座 番 号 を 統一 して も ら った と

して も,公 共 会 社 サ イ ドの 理 由 に よ り請 求 が個 々 に な る可 能 性 が大 き い。

*口 座 番 号 が 同 一 で あ って も領 収証 の 宛先 が 口座 番 号 の名 義 人 と異 な る場 合 が あ る。

この 場 合,サ ー ビス 毎 に宛 先 が 異 な る可 能 性 が 強 い。

(注)NTTの 場 合:契 約 者,支 払 い 者(口 座 の 名 義人),領 収 証 の 宛 先(住 所) ,

使 用 者 は全 て別 々 で も良 い 。

(b}電 話番 号 と した場 合

次 の 問 題 が あ り一 括 送 付 の効 果 が 減殺 され る と と もに ユ ー ザ ー への 通 知 の扱 いが 統 一

で きず(個 々バ ラバ ラ と な り)事 務 が 繁雑 に な る 。

*他 の各 公共 会 社 の サ ー ビス と電 話 番 号 の リン クが 必 要 で あ るが,そ の 維 持 管 理 が難 し

い。

*NTT以 外 の公 共 会 社 に電 話 番 号 を 教 え た く ない ユ ーザ ー(電 話番 号 帳 に も載せ な い

人 等)に は こ の合 封 が で き るか 疑 問 で あ る。

*他 の各 公 共 会 社 がNTTの 宛 名 等 の シス テ ム に合 わ せ られ るか 。((a)の 注)

⑤ 合 封,封 書 方 式 関 連

(a}合 封 方 式

*統 一 宛 名 の 印刷 は どの よ うに 行 うのか。

*合 封 の機 械処 理 が 可 能 か(技 術 的,量 的)

(b}封 書 方 式

*様 式 の検 討(共 通 項 目,印 字 必要 項 目等 の各 公共 会 社 間 の調 整)が 必 要 。

⑥ 企 業PR,有 料 広 告 の 取 り扱 い

*現 在 はが き の裏 面 を 利 用 して の企 業PR(NHK)や,有 料 広 告(NTT)を 行 って

い るが,共 同 化 し た場 合 に 現 状 レベ ル の維 持 は可 能 か。
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⑦ システ ムの柔軟性

*個 々の公共会 社の要求 に対 し即時 に対応可能か。

⑧ ユ ーザーの移動 情報 の把 握(引 越 し等)

*NTTだ けで も年間400万 件 もの移動が あるが,ユ ーザ ーの移動情報 を確実に把握

で き るか。

←→ その他 の問題点

① 第1回 目のみの振替通知 に限定 した場合

*公 共料金 全体 の一覧性 とい う意味で は不完全であ る。

*2回 目以降の振 替済分につ いて,通 知期限 まで に間に合 うもの も通知 しないのは不合

理 であ る。

② サー ビスを受 ける側 のメ リッ ト,及 びニ ーズの把握

*

*

*

主 婦 や企 業 ユ ーザ ー を対 象 とす る グル ープ ・イ ンタ ビ ュー 等 の 実 施

一 般 ユ ーザ ー側 に と って 考 え られ る メ リ ッ トと して は,こ の シス テ ム の導 入 に よ り,

料 金 が 引 き下 げ られ るか,プ ラス ア ル フ ァのサ ー ビスが 必 要 。 例 え ば家 計診 断 サ ー ビ

ス,明 細 情報 サ ー ビス,引 越 時 に お け る各 種 通知 代行 サ ー ビス,各 種 情 報提 供 サ ー ビ

ス等 。

企業 ユ ーザ ー の メ リ ッ トと して は,特 に 全 国 に支 社 ・支 店 を持 つ大 企 業 向 けに,一 括

請 求,引 き落 と しサ ー ビス を,オ ンライ ン/MT/FD渡 し(第3者 機 関 によ る)で

実 施等 。

③ 領 収 証 郵 送 の 中止

*何 か 法 的 な 問題 点 は あ るか 。 も し可 能 で あ れ ば,料 金 の 値 引 き は ど うか。

④ 検 針 方 法 改 善 に よ る検 針 員 の 処 遇

*東 京 電 力,東 京 ガスの場合,検 針員の人件費を除 くと料金処理 通 知 コ ス トは それ ほど 大 き

くな く,合 封 によ る コ ス ト削 減 の メ リッ トは少 な い。 それ 故,検 針 方 法 の 改善(テ レ

メ ー タ リング等)を 検 討 す る必 要 が 有 る。 な お,検 針 方 法 が 改 善 され た場 合 には,検

針 員 の配 置転 換 等 の対 策 が 大 き な問 題 とな る。

*検 針 員 の統 合(電 力,ガ ス)

⑤ 料 金 引 き落 と し処 理

*今 回 の 検 討対 象 外 で あ る が,合 封郵 送 に よ る コス ト削 減 の メ リッ トが 見 出せ な い 場 合

は,ユ ーザ ー 口座 か らの 料 金 引 き落 と しの一 本 化 に よ る,金 融 機 関か らの 引 き落 と し
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手 数 料 の節 約 の可 能 性 に 関 す る検 討 も必 要。

⑥ モ デ ル シス テ ム構 築 に よ る検 討

*通 知 シス テ ム共 同化 につ い て よ り詳 しく検 討 す る た め にモ デル シス テ ム(地 域 ,具 体

的 な シス テ ム の概 要,費 用 等)を 考 え て み て は ど うか 。
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3.共 同 化 モ デ ル と 各 モ デ ル の メ リ ッ トお よ び デ メ リ ッ ト

既 述 の 問題点 に つい て よ り具 体 的 に検 討 す るた め,共 同化 シス テ ムの モ デル を想 定 し,各 々の

メ リ ッ トお よび デメ リッ トを各 公 共 シ ス テ ム毎 に 整 理 す る こ と にな った 。

まず,基 本 的 に各 社 の現 行 シス テ ムを 修 正 しない こ と な どを 前 提 に,① 初 回 振替 え 通知 状 を合 封

郵 送 す る シス テム と② 郵 送 せ ず に検 針 員 が 通 知 状 を置 い て くる シ ステ ムの 二 種 を想 定 した 。

こ の結 果,以 下 に示 す よ うに,現 状 に お い て は,各 シス テ ム と もメ リッ トは ほ とん ど な く, ,デ

メ リッ トの方 が 圧倒 的 に 多 い こ とが 判 明 した。

(1)前 提 条件

① ニ ーズ,目 的 を 明確 にす る必 要 あ り。

検 針 を行 って い る会社 と行 って い ない会 社 とで は大 き く異 な る

(4社 の うち2社 はか な り メ リ ッ トが あ る。)

② 原 則 と して,現 状 にお け る各 社 の システ ムは 変 更 しな い 。

た だ し,目 的 達 成 の為,必 要 最 低 限 の修 正 を行 うこ とは あ る。

③ ユ ーザ ーの了 解 を 得 られ た人 の み を対 象 とす る。

④ 第3者 機 関 を設 立 して も'よい。

⑤ 初 回振 替 通知 状(領 収 証)の 合 封 郵 送 に限 定 。

⑥ 地 域 は現 状 の まま 。

② 考 え られ る モデ ル

モ デル1.電 力 ・ガ ス の検 針 員 は そ の ま ま残 し,初 回振 替 通 知 状(領 収 証)を 合 封 郵 送 す る。

モ デル2.検 針 員,集 金 員 を 結 集 して,振 替 通 知 状(領 収 証)を 合封 郵 送 しな い。
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③ 各モデル ・システムの概要

シス テ ム の概 要 図
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(4)モ デ ル1に お け る各 社 が抱 え る問 題 点,デ メ リ ッ ト

モ デ ル1(初 回 振 替 通 知 を合 封 郵 送 す る)

東京電力 ・郵 便 料 金 の コ ス ト ア ッ プ 。
、

・領 収 書 の 通 知 が遅 れ る場 合 が あ る。

・再振替 は従来通 りの処理 を行 う為処理が2重 化す る。
'

東京 ガス ・郵 便 料 金 等 の コス トア ップ 。

・領 収 書 の 通 知 が 遅 れ る 。

・計算 月 の場 合 ,当 月 使 用量 の通 知 が遅 れ る。

(一 般 ガス供給規定 に抵触す る)

*N月(計 算 月)に 配 付 して い る領 収 書(N-1月 分)に て

N月 分の計算使 用量の通知 を行 っている。

・合 封 作 業(第3者 機 関)が 一 時 に集 中 し ,ピ ー ク,オ フ ピー ク の差 が著

し
.い 。

NHK ・一括通知 か ら分割 ・順次通知 にな り,相 当数が現在 よ りも大 幅な送達遅

1

延 と な る。 現 在 で もあ る遅 い との苦 情 を増 大 させ る こ とに な る。

・了解 が え られ た 人 の み を 対 象 に す る こ と は,ユ ー ザ ー の 意 志 を 尊 重 す る

処 理 で は あ るが,実 務 と して は繁 雑 で あ り,移 動 時 に正確 を期 しが た い。

また,移 行 時の意 向把握の負担が大 きい。

NTT ・合 封 の キ ー コー ド等 技 術 上 の問 題 点 が 大 きい 。

・希望者の維 持管 理が大変 な稼働 となる。

・各 社 の シス テ ム を 変 更 しな い た め,合 封 で き る数 が 大 幅 に 減 少 す る。

(日 程調整)

・処 理 日程 が 遅 れ る。

・ペ イす るか 問題(合 封 シス テ ム に どの く らい経 費 がか か るか)。 '1

解 決 策 ・各 社 の ブ ロ ック編 成 の 再編 な ど大 幅 な シス テ ム変 更 が一 度 必 要 とされ る。
♪

この こ とに よ り,消 費 者 は現 在 の 払 込 日が変 更 され る可 能 性 が大 き く,

社 会 的 コ ンセ プ トを 取 る必 要 が有 る。
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(5)モ デ ル2に お け るデ メ リ ッ ト

・地 域 割 ,検 針 タイ ミ'ングの 統一 を図 らな い と こ の シス テ ム の 目的 は達 成

で き な い。

・お 客 さ ま との接 点 が 第3者 機 関 に集 中 し ,当 社 とお 客 さ ま との コ ミュニ

ケ ー シ ョンの 機 会 が 少 な くな る。

・企 業 方 針 ,制 度,教 育等 の徹 底 が図 りに くい 。

・他 業 務 等 の作 業 ,お よ び情 報 の連 携 が と りに くい。

・検 針 員 と集 金 員 とは 業 務 の 性 格 が異 な る ため ,同 一 人 に よ る 実 施 は 困難

で あ り,ト ー タル の 要 員 削 減 効 果が それ 程 期 待 で きな い。

・情報 ネ ッ トワー クを 新 た に構 築 す るか 大 幅 な 修 正 が必 要 に な る。

・地 域 割 ,検 針 タ イ ミ ングの 統 一 を図 らな い と この シ ス テ ムの 目的 は 達 成

で きな い。

・お 客 さ ま との 接点 が 第3者 機 関 に集 中 し
,当 社 とお客 さま との コ ミュニ

ケ ー シ ョ ンの機 会 が少 な くな る。

・企 業 方 針 ,制 度,教 育 等 の徹 底 が 図 り に くい。

・当社 の他 業 務(回 栓
,閉 栓,保 安,修 理)等 の 作 業,お よ び情 報 の 連 携

が と りに くいo

*不 払 い に よ る供 給 停 止 一 入 金 によ る再 開

*当 社 窓 口 あ る い は金 融 機 関 入 金分 一訪 問 督促 分 との 重 複 入 金

*そ の 他

・検 針 員 と集 金 員 とは 業 務 の性 格 が異 な る た め
,同 一 人 によ る実 施 は 困 難

で あ り,ト ー タル の要 員 削 減 効 果が それ 程 期 待 で きな い。

・情 報 ネ ッ トワ ー クを 新 た に構 築 す るか 大 幅 な修 正 が必 要 に な る
。

・振 替 通知 の共 同化 とい うテ ー マ とは
,別 次 元 の 検 討 課 題 で あ る。

モ デ ル1の デ メ リッ トに加 え

・人 件 費 の 増 加

・要 員 の 確 保 が 問 題 と な る。

・NTTと して は 実 施 が 不 可 能 な 案で あ る。

・各 社 の ブ ロ ック編 成 の再 編 な ど大 幅 な シス テ ム変 更 が 一度 必 要 とされ る
。

この こ とに よ り,消 費 者 は現 在 の払 込 日が 変 更 され る可 能 性 が大 き く,

社会 的 コ ンセ プ トを取 る必 要 が有 る。
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4.公 共料金処理通知に関する需要者の意識調査

4.1調 査 の概 要

(1}調 査 の 目的

わ が国 に お け る電 力,ガ ス,NHK,NTT,水 道 等,公 共 料金 の処 理通 知 に 関 し,検

針 員,口 座 振 替,家 計 簿 との 関 連,引 落 と しの 一 本 化 等 につ いて,ユ ーザ ー で あ る一 般 消

費 者 の 問題 意 識 を 整理 す る こ と に あ る。

② 調査時期

1986年11月

(3)調 査対象

東京 ガスの営業区域内 に居 住す る女性350名 。

(4)調 査方法

訪問留め置 き

(5)回 答 数

327名(回 収 率93.4%):回 答 者 の 属 性 を15頁 に示 す 。
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回答者 の属性

1

－
m

－

州 年 齢

未 回 答 1.25才 以 下

41～50才

2■1%

36～40才

25.9%

31～35才

20.4%

答回未

%幻

婚未2

② ご結婚

L既 婚

92.3%

㈲ ご職業

未 回 答

2.1%

そ の他

↓

%

ぐ

.

ノ

71

お勤 め

(正社員)

17.7%

7.O%

専業 主婦

52.5%

(4)学 歴

未 回 答

大学 卒以 上

22.3% 中学 ・高 校卒

47.7%

(5)お 住 い

未 回 答

持家 一戸建

36.6%

143%

社 宅

14.9%

賃 貸 マ ン ショ ン ・アパ ー ト

玉埼5

%9

葉

0

千

(6)ご 住 所

神 奈川

27.8%

1.5%

都 内

642%



4.2ア ンケ ー ト分 析 結果

(1)検 針 員 につ い て

① 検 針 員 が 家 庭 を個別 に 訪 問 して検 針 して い る こ と に関 して は,知 っ てい る内 容 に 差 は

あれ,合 計 して96%の 回 答 者 が知 って い る と回 答 して い る(図1参 照)。 検 針 員 にっ い

ての認 知 は高 い といえ る。

な お,知 らな い と回 答 した 者 に未 婚 女性 が 多 い 。 専 業 主 婦 な どの 既 婚 者 と違 い,家 庭

にい る時 間 が少 な か った り,ま た,家 庭 外 で の 生 活 に力 点 を おい て い る こ と な ど の生 活

パ タ ー ンの 違 い が こ う した結 果 を もた ら した ので あ ろ う。

図1あ なたは,電 気,ガ ス,水 道について検針員が個別に訪問 して検針 しているのを
ご存 じですか。(ひ とつだけ)

ほとんど知 らない 未 回 答

すべて知 っている

752%

② 検 針員 との 会 話 は64%の 人 が行 った事 が 無 く,ま た35%の 人 が会 話 して い る。 そ の 内

容 は,ほ とん どが 挨拶 程 度 で あ り,ご くま れ に使 用 量 の 問 い 合 わ せ を 行 って い る に過 ぎ

ない 。 住 居 的 に も当然 の事 な が ら,ア パ ー ト,マ ン シ ョンに 住 む人 は会 話 の チ ャ ンスが

無 く,74%の 人 が 挨 拶 す ら行 った 事 が無 い。

② 口座 振替 に つ いて

① 口座 振替 の 利 用 は平 均 して78.2%の 人 が 利 用 して い るが,毎 月請 求 を行 わな い 水道

(79.2%),NHK(63.6%)に 利 用率 の低 さが 出 て い る。 電 話(84.1%),電 気(83.2%),

ガ ス(81.0%)に っ いては,口 座 振替 の利 用 に 関 して3%程 度 の差 が生 じて い るが,こ れ

は各 会 社 か らの ア プ ロ ーチ(口 座 振替 ご利 用 の す す め)度 合 と利 用 者側 の 都 合(例 え ば

買 い物 時 の駐 車 場 と して 銀行 を利 用 す る)な ど に依 る もの と思 われ る。
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ま た,属 性 別 に 見 る と30-60才 迄 の主 婦層 の利 用 率 が 高 く(約84%),逆 に25才 以 下

の未 婚 者(約60%)と61才 以 上 の高 齢 者(69%)が 低 い。 これ は ,未 婚 女 性 の 場 合 は 「

転 居 時 の手 続 きが めん ど う」,高 齢 者 の場 合 は 「銀 行 の 利 用 に不 慣 れ」 な どが 主 な理 由

と思 われ る。

ま た,自 営 業 の 人 も商 売 が ら銀 行 に行 くチ ャ ンスが 多 い の か 口座 振 替 の 利 用 は67%に

溜 ま って い る。

② 口座 振 替 を 利 用 して い る人 の うち,口 座 振替 日を 全 て,も し くは1部 知 って い る人 は

55.4%(図2参 照)で2人 に1人 の 割 合 で知 って い る と回 答 して い る。 口 座 振 替 日に っ

い て は,多 くの 人 に知 られ て い る と言 え る。

図2あ な た は,口 座 か ら の 引落 し日を ご存 じで すか 。(ひ とつ だ け)

未 回 答

と ころ で,口 座 振 替 日を知 って い る と はい って も, ,引落 と し前 に口 座 の残 高 を確 認 し

て い る人 は38.8%と4割 未 満 で あ る。 多 くは,引 落 と しの前 に残 高 を 確認 せ ず に い る。

ど うや ら,公 共 料 金 の 支 払 金 額 は毎 月 ほぼ 決 ま って お り,振 替 口座 に も毎 月 あ る程 度 は

残 金 が あ り,特 に確 認 す る必 要 は な い と感 じて い るの が 回 答 者 の一 般 的 な姿 で あ る と言

え そ うだ。

こ う した 口座 振 替 日の 定着 化 と,公 共 料 金 の ル ーチ ン化 に よ っ て,口 座 振 替 日の指 定

に っ い て の希 望 者 は35.5%(図3参 照)と 低 い結 果 が 出 て い る。 多 くは 今 の ま ま で良 い,

ど ち らで も良 い と い う消 極 的 な姿 勢 で あ る。
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図3あ なたは引落 し日を給料 日の翌日などと指定できたらよいと思いますか。

(ひ とつだけ)

未 回 答

今 のままでよい

26.6%

(3)領 収 証 につ い て

① 領 収 証 に関 して は,86%(図4参 照)が いつ も,も し くは と き ど き見 て い る と回答 し

て お り,領 収 証 の 認 知 度 は高 い と言 えそ うだ 。 しか しなが ら,ほ とん ど見 な い,あ るい

は全 然 見 な い人 も6.4%い る。 少 数 で は あ るが 注 目 され る。

図4領 収証の内容をご覧になっていますか。(ひ とっだけ)

1.5%

ほとん ど 見 ない

2.時 々 見 ている

24.8%

未 回 答

いつ も見て い る

61.2%

② と ころで,多 くの人 々 が領 収 証 を見 て い る と はい って も領 収 証 は 必要 と考 え て い るの

だ ろ うか 。 調査 結 果 か ら見 る限 りで は93.2%の ほとん どの 人 が 必 要 あ り と回 答 して い る。

一18一



領 収 証 にっ い て は,必 要 性 も高 く,見 る人 も多 い と い え る。

な お,不 必要 と答 え た人 も6.7%と 少 な か らず お り,そ の理 由 と して は,「銀 行 の通 帳

に記 載 され て い る ので,領 収 証 が有 って も見 な いか ら」,あ る い は 「整 理 が 大 変 」 な ど

を あ げ て い る。

③ 領 収 証 の内 容 に関 して 問 い合 わせ た こ とが あ る人 は,11.9%で あ り,そ の具 体 的 内 容

をみ る と 「い っ も と比 べ て 使 用料 が 異 常 に高 い 」 な どが 多 い 。公 共 料 金 に対 す る利 用者

の シ ビア な一 面 が うか が わ れ る。

④ 領 収 証 の保 存 に 関 して は6ケ 月以 内が32.4%,約1年 が49.5%,合 計81.7%(図5

参 照)の 人 が長 期 に保 存 して い るが,家 計 簿等 へ の記 入 は約27%で あ る。

ま た,家 計 簿へ記入 して いる人のほ とん どが前月 との比較を行 って お り,中 に は前 年 同 月

との比較 を行 っている人(10%)も いる。 この傾 向は高学歴 にな る程 強 く表 れている

(19.2%)o

しか しなが ら,一 方 で は領収 証 は保 存 しない で 捨 て る(17.8%)な ど,生 活 及 び意 識

の 多様 化 が うか が え る。

図5あ なたは領収証を保存 されていますか。

未 回 答

8.3%

(4)引 落 と しの一 本 化 につ い て

① 領 収 証 の一 本 化 に 関 して は65.1%(図6参 照)の 人 が便 利 さを 感 じ,ど ち らで も良 い

(16.8%)と 合 わ せ る と81.9%の 人 に受 け入 れ られ 賛 同 を得 て い る。 逆 に17.1%の 人が

バ ラバ ラで 良 い と答 え て い るが,こ れ は今 回 の企 画 に 対 し,消 費 者 メ リッ トが 充 分 説 明
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され て い ない 為 で あ り,説 明 が あ れ ば100%近 い賛 成 が有 っ た もの と思 わ れ る。 特 に50

才 以 上 の 人 は 理解 出来 なか った 様 子 で あ り(約60%が 賛 成),学 歴 的 に も高学 歴 に な る

程(大 学卒 で90%が 賛 成)賛 同 率 が 高 い 。

図6領 収書について。これまで各社から個別に来ていた領収証が,仮 に一枚の用紙

(内 容は個別に表示)に 記入されて送 られるすると,あ なたはどのように思われ

ますか。(ひ とつだけ)

未 回 答

今 ま で通 り,

それぞれバ ラバ ラで よい
L便 利 で あ る

65.1%

② 口座 振替 の一 本化 に関 して も,同 様 に受 入 れ られ る人 が83.8%(図7参 照),今 まで

ど う りバ ラバ ラが 良 い と答 え た 人 が13.8%で あ り,領 収 証 の 一本 化 と同 じ様 な傾 向 にあ

図7引 落しについて。これまで各社別々の日に引落されていたのを同じ日にまとめ

て引落すようになった場合,あ なたはどう思われますか。(ひ とつだけ)

未 回 答

Lバ ラバラより一回にまとめて
引落された方がよい

どち らで もよい

30.6%

13.8%
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1

る。 これ も領 収 証 の 一本 化 と同様 に理解 不 足 が 一 部 で は考 え られ るが,そ の他 に 自営業

の30.4%,25才 以 下 の26.7%な どがバ ラバ ラを 希 望 して お り,事 業 ・家計 のや り くりな

どの 理 由が 主 と思 わ れ る。

⑤ 公共 料金に関す る意 見,要 望等

① 最 期 に公共料 金に関す る意 見,要 望で は多 くが 「円高差益 還元 に よる料金 引き下げ」

を望 んでい る。一 昨年秋 よ り急 ピッチで進 んだ1ド ル150-160円 の 円高 について は,

消費者 も意識 してお り,公 共料金 に ついて も引 き下 げを望む など シビアに考 えてい るよ

うであ る。

② 料 金引 き下 げ の他 には,「 計算の仕 方がわか りに くい」,「 使用 した月 と請求す る月

のずれがあ りす ぎる」,「 領収証 に新製品紹介 な どの情報 を盛 り込 む」 などの声 が聞か

れ た。

⑥ ア ンケ ー ト結 果 の ま とめ

① ア ン ケー ト調 査 の 結 果 に よ れ ば,公 共 料 金 の共 同 処 理 通 知 は8割 以 上 の 賛 同 が あ る。

これ は

1.「 国 民 経 済 的 ム ダ を な く し,公 共料 金 の 値 上 げ抑 制 に つ なが る」

2.「 一本 化 さ れ て い る と整 理が しやす い」

な ど が,ア ン ケ ー ト後 の グ ル ー プ イ ンタ ビューで もで て い る通 り,主 な理 由 と思 わ れ る。

② 共 同処 理通 知 の様 式 及 び 内容 に関 して は,フ ァイ リン グな ど整理 しや す い様 式 を 使 い,

内容 に は 前 月対 比 を 出す な ど 利用 者 サ ー ビス を考 慮 す る事 も必 要 で あ る。

③ 共 同 口座 振 替 も同 様 で あ る が,振 替 日 な どは無 理 に利 用 者 側 に 合 わせ る必 要 もな く,

会 社 側 の都 合(シ ス テ ムの 都 合)に 合 わせ る事 が可 能 とい え る。

④ しか しな が ら,も し共 同 処 理 通 知,共 同 口座 振 替 の制 度 を導 入す る な らば,こ の 制度

の 利 用 を 希 望 す るか否 か の選択 可 能 な 制度 とす る必 要 が 有 る。

⑤ 検 針 員 の 役 割 に 関 して は,一 部 でrFACETOFACEに よ る きめ細 か いユ ーザ ー

へ の対 応 」 な ど と言 わ れ た が ,実 態 的 に は検 針 員 と会 話 す る チ ャ ンスは少 な く,ま た,

最 近 の家 屋 で は メ ー タ類 が 表通 りか ら見 る こ との で き る シス テ ムセ ッ トを装 備 す るな ど,

ます ま す会 話 チ ャ ンス は な くな って きて い る。 ま た,利 用 者側 か ら見 る と,各 コ ンサ ル

タ ン トは検 針 員 が 兼 ね るの で は な く,コ ンサ ル タ ン トの専 門 家 の方 が信 頼 度 が高 く,こ

の 人 達 か ら安 全 面 を 重 視 して,各 器 具 を セ ール ス され れ ば買 う時 も安 心 で あ る と い え る 。
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5.本 調 査 の結 論 およ び 将来 展 望

以 上,共 同 化 に っ いて,現 状 確認,問 題 点 の洗 い 出 し及 び モ デ ル を想 定 して検 討 を行 な ったが,

各 シス テ ムの 現状 を変 更 しな い とい う前 提 条 件 の下 で は,共 同化 は 困難 で あ る と考 え られ る。

しか しなが ら,需 要 者 へ の ア ン ケー ト調 査 結 果 の 分 析 にみ られ る よ うに,① 国 民 経 済 的 無 駄 を

な くす る と共 に② 一 本化 され て い る と整 理 しや す い,と い う点 か ら,共 同化 に賛 同す る声 が 高 い 。

今 回 の検 討 は,現 行 シス テ ムを修 正 しな い と い う前 提 で 進 め たが,将 来,テ レメ ータ リングあ

る い は ノ ー リンキ ング ・サ ー ビスが 広 く一 般 家 庭 に普 及 す るよ うに な れ ば,共 同化 に つ い て再 検

討 す る余 地 は十二 分 に あ る。

従 っ て,現 状 にお い て は困 難 と の結 論 に な った が,今 後 と も,共 同 化 の 可 能性 に っ い て は 引続

き検 討 す べ きで あ ろ う。
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1.MARRIAGEMAILと は

Sharedmailと は,一 緒 に 同封 され た2つ 以上 の 広告 を一 つ の 郵 便 物 と して 郵 送 す る シ ステ

ム の こ とで あ る。MarriageMailと は 、Advo-System社 が 自社 のSharedmailに 付 けた ト

レー ドマ ー ク で あ り,NetworkMailと は,Advo社 の 全国 的 に毎 月 郵 送す るSharedMailシ

ス テ ムの トレー ドマ ニ クで あ る。

このMARRIAGEMAILは,Advo社 の8,600万 世 帯 の顧 客 デ ー タベ ー ス を基 に,異 な る

メ ーカ ー や 小 売 店 の印 刷 さ れ た宣 伝 ・広 告 資 料 を一 つの第3種 郵 便 と して一 つ に ま と め て消 費 者

に送 る シ ステ ムで あ る。MARRIAGEMAILは,選 定 され た 地域 に,新 聞 の 織 り込 み 広 告 よ

り もよ り正 確 な到 達 範 囲 を ユ ーザ ーに 提 供 す る もの で あ る。 最 近,MARRIAGEMAILを 試

験 的 に導 入 した小 売 店 は,シ ア ー ズ,Kマ ー ト等 が あ り,モ ン トゴメ リー ウ ォ ー ドは,MAR-

RIAGEMAILの 利 用 に 関 して リー ダ ーで あ り,現 在す べ て の テ ス ト ・マ ー ケ ッ トに利 用 して

お り,1982年 の末 まで に は40-50の 小 規 模 店 舗 に導 入 す る計画 が あ る。
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2.公 共 料 金 処理 通 知 状 発 行 状 況

▽ ▽ ▽
検針 振替 引落し結果

011115
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磁 気 テ ー プ交 換 方 式 に よ る 口座 振 替 標 準 処 理 日程
別 紙

〔第1営 業日検針分の処理例 〕
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3.ノ ー リ ン ギ ン グ サ ー ビ ス に つ い て

1.ノ ー リン¥ン グ 回 線 サ ー ビスの 概 要

・遠 隔検 針 セ ンタ と各家 庭 の メ ー タ を ,既 設 の 電話 回線 を利 用 し,電 話 機 の ベル を 鳴 らす こ

とな く 自動 的 に接 続,遠 隔 検 針 す るた め の 回 線 サ ー ビス。

ト(一ーーーーーー ノー リンキ ング回線 サー ビス ーー一一→ ∋

遠隔検 診 セ ンタ 電 話 局 電 話 局

コ ン ピ

ュ ー タ 一

N

C

u

〃/
/

一 二二 ___

交 換 機

⑤

交 換 機-

//
、<ン ノ 「
!ン ～

__レ ∠'、 一」・
①

④

N

C

u

③
一

メ ー タ

② 一

一 NRT

注(1}NCU:網 制 御 装 置

(2)NRT:ノ ー・リンギ ング回 線 用 トラ ンク

㈲ 動 作 手 順

①

②

③

④

⑤

コ ン ピュ ー タの要 求 に従 っ て,セ ンタNCUと 著 信側 電 話 局NRTを 接 続 。

NRTよ り家庭 のNCUを ノ ー リンギ ン グで 呼 び 出す 。

メ ータ よ り検針 情 報 を セ ンタ に 転 送 す る。(200b/s)

同一 電話 局 に収 容 され て い る 他 の メ ー タ/NCUに 対 して② ③ 実 行。

他 の 電 話局 のNRTに 対 して,① ② ③ ④ 実 行 。

2.料 金 等

・端 末側NCU使 用 料:250円/ボ ー ト,最 大4ボ ー ト/NCU

・通 信 料:電 話 通話 料 相 当(セ ンタ側 課 金)

3.主 な ユ ーザ

・東 京 都 水 道 局:NCU数700弱

(主 な業 務)

・定 期 検 針 ,随 時 検針(定 期 検 針 値 異 常 時 の 再 検針 等),負 荷 調 査 等

・プ ロパ ンガ ス会 社 シス テ ム

・中 部電 力

・東 京 ガ ス
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東 京 ガ ス に お け る 自 動 検 針 に つ い て

1.自 動検 針フ ィール ドテス トの現状

1)目 的

① 電話 による 自動検 針の実用性 の確認

② 自動 検針 設備の設置上の問題点 の把握

2)対 象

① ノー リンギ ング機能を有す る電話局 の管 内(主 と して城東 ・城北地区)

② サ ンプル数は500件

③ 必要 があれば今後随時追加

3)実 施期 間

昭和60年5月 か ら約3年 間

2.今 後

テス ト結果 を見て,難 検針需要 家に拡大す ることを検 討

実 施 地 域

調布市

多摩市

犠 魏

魏代 中'髪＼

∨
6

(注)斜 線部分が実施区域
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4.ダ イ レ ク トマ ー ケ ッテ ィ ン グ ー 大 量 郵 便 料 金(和 訳)

在 日米国商工会議所

伝 統 的 な 日本 の 物 流 シ ステ ムの複 雑 性 とそれ にか か る出 費 は,日 本 企 業 に と って も外 国 企 業 に

と って も長 い 間,特 に新 し く市 場 へ 参 入 す る事 業 に対 し,さ また げ とな って 来 た 。ACCJは,

ダイ レク トマ ー ケ テ ィ ン グが これ らの 企 業 に対 しユ ニ ー クな 物流 の機 会 を 与 え る と信 じる し ,ま

た 日本 に 於 い て,大 量 郵 便 料 金 を確 立 す る こ とは,日 本政 府 の か か げ る輸 入促 進 や 内 需 拡 大 ,対

米 貿 易不 均 衡 の 是 正 に大 い に貢 献 し うる と確 信 す る。

背 景

日本企 業及 び外 国企業 の新規市場参入事業 が直面 す る大 きな問題の ひ とつは,生 産 者或は輸入

業者 と消費者 との間 に横 たわ る複雑 な物流 システムをいか に うま く乗越え るか にあ る。 この複雑

性は事 実上,日 本市 場に参入す る米国企業 に対 して制限 を加えて来た。主 と して参入 に際 し多大

な努力を払 うことの出来 る大企業のみが参入 しえた。 ユニークな商品 や サー ビスを もつ中小 のア

メ リカ企業は,事 実上 日本の消費者 への これ らの商品やサ ー ビスの提供 を阻 まれて きた。ダイ レ

ク トマーケテ ィングは この ような企業 に経済 的手段 を与え ることができ る。 日本 で は,主 に商業

用 大量郵便料金 が設定 されていない とい う理 由で,こ の機会 は与 え られていない ことにな る。 こ

のよ うな商業 用大量郵便料金 がないとい うことは,大 企業 に対 してで さえ,ダ イ レク トマーケ ッ

テ ィングの活 用 を禁 じてい ることにな る。例えば,日 本の商業 用で ない郵便料 金は,米 国 と比較

す る と約2.5倍 も高 いのである。

見 解

在 日米国商 工会 議所 は,商 業用大量 郵便料金 の確立 は,日 本のかか げる外国製品 及 びサー ビス

を日本市場 に完全 に開放す る とい う誠意 の表 われ とな ることを確信す る。 ダイ レク トマ ーケ ッテ

ィング事業 は,日 本 では まだ未開であ るが,米 国で は既 に専門的 な技術 まで開発 されてい る。

ダイ レク トマ ーケ ッテ ィ ング事業 の開発 は,日 本市場への参入を求 め る米国企業を援助 す るだけ

でな く,商 品 や サー ビスを現在 消費者 に提供す る活路 を見 い出せず にい る日本 の企業 に対 しても

利益 を もた らす ことにな る。 更に,商 業用大量郵便 料金の確立 は,日 本 の郵便事 業の収入増 に大

きく貢献す る し,そ の施設及 び人材の有 効活用を可 能にす る。 日本政府 は,ダ イ レク トマーケ ッ

テ ィングを現 状の物 流 システムに付加 され る有効 な物 流 システムで ある と確認 し,そ れ は新規市

場参入事業だ けでな く,内 需を も刺激 す るもので あ ることを確認すべ きで ある。
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行 動

在 日米国商工会議所 は,日 本政府 に対 し日本国 内にお けるダイ レク トマー ケッテ ィング事業を

育て,日 本政府 の目指 す内需 を刺激す るとい う目的に合致す る役割 を果す 商業 用大量郵便料金 を

確立す ることを強 く訴 え る。

1986年6月30日

1986年7月2日

1986年7月9日

1986年7月19日

渉外政策委員会承認

執行委員会承認

理事会承認
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主 要 国 に於 け る 郵 便 及 び バ ル ク メー リング制 度 比 較 表

●

6n.4.15

郵便問題∧同委tl会

(本 資料に於て使用した為替レートは1米 弗250N.英 国322Vl, ドイ ツ マル ク83川,フ ランス フラ ン27円6澄 ドル170川 で あ る)

フ ラ ン ス 英1司 濠 州

|.パ ル クメ ln広{|}郵 便 物で1|1当 り 川1臼 当り5午 通以L 川 広告郵便慶び商品 見本
一 リ ング 5ノ ∫姐以.1=.ll.o{1こ隅13|τ「戊Ji画 12[7常 葉ll迄 の61遼 12}50グ ラム迄

の条件 12[35グ ラム迄 〔3)区 分=170～L80n(に よ る) 13[50通 以 」二

〔3[9(ハx|40及 び120×235

(4[区 分:70n

{5)見 本認ii∫

2.料 金 ノ《ノレク 一 般 遅 配 バ ル ク ファースト セカ ン ド バルク 通常 非通常

(llD 20グ ラ ムY25.4056.7045.90 Y35.58、29.3054,744L86 Yl5,9056,1076.50
20～5029.408|.-64.F～0 (区 分1ζよ る) ↓
50～7539,7〔[ バルクには渠に初年度1ζ対し次`1准 がm2%以 上の場合は

, ¥35.34ノ く'レク{こ{ま更1ζ区う}{ζよ り追
75～!0048,一 1%増 田に全料金の2劣 をりペー トする。但しりべー ト最 ({1…問Y85ri万 以L)御 して10劣 ～40%の 区分m
|00～15〔 ハ63.了0 高2095迄 。 ↓ 引あり
150～20079.一 ¥33.50
200～25095.50 (年間Y225百 万以上)

3.郵 便liI '79'80'81'82'83 '80'81'82;83'84 '80'81'82'83'84

(ピ輌万通) 一 般4 ,3984.5704,5424,41|4,386 ファースト3.9364,1394,1054.2574.398 通 儂舌2,2242、3252.4302,5062、588

遅 配2,`952,1622、3512,8882.697 セ カレ ド4.53R4.23n4.3094」214.632 列…通常373404406398408
rl醐(17鮒{1醐(|7.醐(18.醐 (ll.8狛(ll.揚)(ll.3筍(1|,3紛(1|.綱 '1、包2629313232

'く'レク1 ,35ll,37Rl,40|1,5531,603 '《ノレク1 ,135|,0581,077」,io51,158 ∫1}留77777
訓馳7,9448,1}08、2948,8528,686 Jl'9,rlO99.4279.4919,78310,188

.

31'2,6302,7652,8742,9433.035

4.郵 便`lf輩 全般的に収益がLっ ている
'80'8|'82'83`84 '80'8|'82'83'84

収支 呵文人 書翰3.1013.9224,5244.9655,249 ‖文 人).1711,326∫.5081.6981、777
({口IIP 'ト 色ユ566679773886966 支 出L1531,3501.5401.6831.821

4文人詫113,6674,6015,2975.8516,215

|1}幹5460|80254|63
'卜 包4-17234362

`ll6`;ll`5843203297225

1`1益17-24-321556

-

5.郵 便剰1織 同 数17.020 」.)麦 量|,559(ilき †1,}.レ20,499(郵Wi仁}) 同 数 輻790+175エ ー ジェ ンシー

り]配 人314,451 集 配 人175.402+20、499(補 助} 集 配 人32.953+2.700(臨 時)

集 配 人給料YL4Rfi.500.一 ・ 集配1人給村Y2.511、600∴ 契約 者3.709+4.708(補 助)
(;P (年) ⊆奥配 人給81Y2,298.000.一

(年)

6,小 売/
'79'80'81'82'83'84 '80'81'82'83'84 '80'81'82'83'84

通阪 全'卜売 一 一 ー ー ー 一 全〔～:{'}8379631.0959,6281,〔}59 全'1、売66,20056.41163,1}968,91874,450

(飽田} 通1阪4,1)234,5905,4276,3186,8857,663 DMIヒ9.2劣9.6傷9,8劣7.7%7.7劣 一 一 一2 ,7203.261

%-22.4日523.3ヨ624.34624.(口 ≦24.9元6 DM敵10mlllOll

(億)

40%44%

.

7,人1」 及び
シR|'82'83 'Rl'82'83 '81'82'83

GNl' 人ll54,09154,34554,537 人1.156.37956.33556.377 人1]15.04915.27615,452

(「 人,(0円) GNP728.46{}829.980N!A GNP820.875895■60974.694 GNP221.00025L498272.oon
層

■

⑳
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西 独 米 国

|.パ ル クメ ll[区 分さ れて いる1` 川lmグ ラム迄
一 リング

②2no通 以上又は全体で23kR以 」二
の条件 {3)印 刷物

14}区 分

2.料 金 バ ル ク フ ァ ・一ス ト セ カ ン ド 新川1/カ タログ
9

ノ《ノレク フ ァース ト ハ ガキ

(1`D 3桁 区分4～6桁 区分 一・般 区う)Y31 .2555.-35.一

20Y29,-24,9066.404}.50 5桁i臣 《 チ}25.2545.-30.一 ・

30〆37.3533.20 キ・ヤ1}ア20.7642.5027,50

50〃49,8041.50|07.7{〕66.40 ル ー ト区 分

200〃32.37
230〃35.36
260〃37,41

3.郵 ㊥it
'7U'80'81'82"83 '83'84

(i「∫万通) ファー ス ト7.R357,81)68.n838.}R27.845 フ ァー ス ト64.250(53.8劣)68 .430(52.6%)
(絵 ハ ガキ} セ カ ン ド9.220(7.7)9 .520(7.3)
セカ レ ド3.5093.5753.6753.5793.81n 4♪一 ド(,寸'レ ク)40 .730(34.1)48,250(37.2,

{{4.2ヨ ≦}(15.2タ 弁(15.{9≦}(|59∠){15.395)
'∀∫レク1 ,8352,0392,0962,08|2,101

フ ォース570{O.5) 、600{0.5)
べ→'ル ティ3 .320(2.8)3.450(2,7)

13,22913,42013,85413.R4213,756 外II|9|0(0.8)890(0、7)
その他380(0.3)400(0.3)

詫1'1|9,380(11)095)131.540(100矧

4.郵 便ll憤 '81'82'83
収入'83'84

収支 収 入65r)074レ1一 フ ァース ト35.75038.050

(億1ll) ‖～{|1ト761779‖2一 霞先便2.1222.321
一目17-498 三虫i蓮1,056|,225

メールグラム340320
'83{|i度 収 支均 衡の .r定 セカ レト2.3U62.563

.
カ ー ド9.19310.6001・

フ ォー ス1」 〔熔31.935

外1司叙}便558542
'助t:忽1 ,6251,614

べ ・トルテ ィ ー2,lnOL972

その他
.珊'56、80061,115

その他収入6.4824,365
‖更人;ll'60,92565,480

支ll▲60,20865,893

亨tハn↓叩益7|9-413
利息収入LO47911

1.765409
「

{II息 当〔lll-225-206

多巨《妄1.540293

5.郵 便剰1織 局 数Yl7.976 お}5叱29.69」
集 配 人Y540.782 ハお6己 人712,248
∫↓1配人給 糾Y2 ,(175,0(X)(初f「 川 ～Y2、622,800(20`1汀 、ドピflイ}‡1(fド)Y7

.639.500-(総31.55.393億1ll'84)
(tlりY2,573.mn(〃1)～Y3.054、4(ハn〔 帰1} ∫↓～配 人(")Y6.875.000-(集 配 人≒lz均)

〃(〃)Y5,375.000-(勧 ∫∫[給)

6.小 売/ ㊨ 去5冒1モ問;1三均
'7〔}・80'81'82'83

通販 全 小売3:{2,noO ∬日田{企∫ホ 日1,000125.00【)|32,000142,000158.750

(億円) 通 販IR,2GO(5%) 人 消f`者 の み75.00090,000100,000105,000"1,000
'1、ンじ総 額2 ,247.5002,399.OnO2、600,0nO2,680,0002,935,000

テ肖f8総 額3,775,0004.170.0004,642,5004,980,0009.250,0n∫}

7.人 【吸 び ,81,82.83
.'80'81'82'83'84

GNP 人rl6L62861.6386L423・ .人1'0{i!∫ 万人}226.7228.823}.0233.3234.9

(・千人)(億11D GNPl.281.2711.328、nOO1、386.100 GNP(徳 川)6,58{〕.0007.395.0007.672.5008.275 .0009.250.000

◎

,
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5.公 共 料 金 処 理 通 知 に関 す る ユ ーザ ー意 識 調 査分 析 デ ー タ

本 調 査 は 、東 京 ガ スの 営 業 区域 内 に居 住 す る女 性350名 を 対 象 に、 昭 和61年11月 に行

わ れ、327名(回 収 率93.4%)の 回 答 を 得 た。 巻 末 の 分 析 結 果(p43～p50)の 設 問 に

つ い て は、 以下 の 質 問 票 を 参 照 の こと。

5-1.質 問 票

(1)あ なたは、電気、ガス、水道 について検針員が個別に訪問 して検針 しているのを

ご存 じですか 。(ひ とつ だり)

1.す べ て知 って い る

2,一 部知 ってい る

3.ほ とん ど知 らな い

(2)検 量{員につ い てお 伺 い し ます 。

イ.あ な た は、 検 針 員 と会 話 した こ とがあ りま すか 。(ひ とつ だ け)

1.あ る

2.な い

＼/

ロ.イ.で 「あ る 」 とお答 え に な った 方 はそ の内容 を ご記 入 下 さい 。

「

(記 入欄)
「

」

(3)あ なたは、電話 、電気 、ガス、水道料金 、NHK受 信料の中で 口座振替えにして

い るものはどれでつか。 している ものに○をつけて下さい。(い くつでも)

語

気

ス

道

KH

電

電

が

水

N

1

2

3

4

5

*(3)の 質問で1つ で も口座振替えを利用 している方 は、(3')の 質問へ、

口座振替えを利用 していない方は、(4)の 質問へお進み下さい。
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(3t)口 座 振替 え につ い て お伺 い し まつ 。

イ.あ な た は、 口座 か らの 引落 し日を ご存 じで つ か 。 (ひ とつ だ け)

1.す べて 知 ってい る

2.一 部知 って い る

3.ほ とん ど知 らな い

4.ま った く知 らな い

口.引 落しの前に口座の残高を確認 してい ますか。(ひ とつだけ)

1.し て い る

2.し て い な い

ハ 、あ な た は引 落 し日を 給 料 日 の翌 日な ど と指 定 で さ た ら よい と思 い ます か 。

(ひ とつ だけ)

1.指 定 で きた ら よい

2.今 の ま まで よい

3.ど ち らで も よ い

(3")領 収 証 が送 られて き た 時 、あ な た は どの よ うに処 理 され て い ま す か 。

イ.領 収証 の 内容 を ご覧 にな っ てい ます か 。(ひ とつ だけ) 1

1.い つ も 見 て い る

2.時 々見 て いる

3.ほ とん ど見 な い

4.全 然見 な い

口.領 収証の内容 についてお問合せを したことがあ りますか 。(ひ とつだけ)

1.あ る

2.な い

〉

ハ.口.で 「ある」とお答えになった方は具体的にお問合せの内容をご記入下 さい。

「(記入欄)1

,

」

(4) あなたは領収証を保存されてい ますか。(ひ とつ だけ)

1.保 存 しな いで 捨 て る

2.1ヶ 月以 内 は保 存 し てい る

3.3ヶ 月 以 内 は保 存 して いる

4.6ヶ 月以 内 は 保存 して いる

5.1年 以 内 は保 存 して い る

6.1年 以上 保 存 して い る
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(5)あ なたは公共料金 の使用量(料)を 家計簿等に記帳されていますか。(ひ とつだけ)

1.し て い る

2.し て い な い〉

(5')(5)で 「して い る 」 とお答 え にな った方 にお 伺 い します 。

で は 、家 計簿 に記 帳 され て か ら、 どの よ うに活 用 さ れ て い ま すか 。(い くつ で も)

1.前 月の金額 と比較 している

2.過 去数 ヶ月の金額 と比較 している

3.前 年同 月の金額 と比較 している

4.活 用 していない

5.そ の他

( )

(6)公 共料金の領収証 についてお伺い しまつ。

イ.領 収証 は必要だ と思わ れますか。(ひ とつ だけ)

1.必 要

2.不 必要
〉

口.イ.で 「不必 要」とお答えにな った方はその理由をお答え下さい。

(ひ とつだけ)

1.整 理が大変

2.あ っても見 ないノ)、ら

3.預 貯金通帳に記 帳されるので特に必要がない

4.そ の他

()

(7)領 収 証 と引落 しの 一一・"本化 につ い てお 伺 い します 。

イ.領 収証につい て。これまで各社か ら個別に来ていた領収証が、仮 に一枚の用紙

(内 容は個別に表示)に 記入 されて送られるすると、あなたはどのように思 われ

ますか。(ひ とつ だけ)

1.便 利 で あ る

2.今 まで 通 り 、そ れぞ れバ ラバ ラで よ い

3.ど ち らで も よい

口.引 落 しについて 。これまで各社別々の日に引落 されていたのを同 じ日にまとめ

て引落 すようになった場合 、あなたはどう思われますか。(ひ とつだけ)

1.バ ラバ ラよ り一回にまとめて引落された方が よい

2.そ れぞ れバ ラバラの方がよい

3.ど ち らで も よ い
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(8)今 後の口座振替え利用 についてお伺 いします。(ひ とつだ け)

1.今 後 とも継続 して口座振替えを利用する

2.近 い うちに口座振替えを利用する

3,今 後 とも口座 振替 えを利用つるつもりはない

4.口 座振替えをやめ ようと思 っている

(9)公 共料金に関yる ご意見 、ご希望等がありましたら、ご自由にご記入下さい 。

「

(記 入欄 〉
「

L 」

以上で 、公共料金についての質問を終 ります。

*最 後に、あなたご自身 についてお伺い します。

お差 し支えのない範囲でお答え下さい。該当つるものに○をつけ て下さい。

(1)年 齢

(2)ご 結婚

(3)ご 職 業

(4)学 歴

(5)お 住 い

(6)ご 住 所

1.25才 以 下5.41～50才

2.26～30才6.51～60才

3.31～35才7.61才 以 上 ・

4.36～40才

1.既 婚2.未 婚

1.専 業 主婦4.パ ー ト

2.自 営 業5.そ の 他

3.お 勤 め(正 社 員)(

1.中 学 ・高 校 卒3.大 学 卒 以 上

2.専 門 学 校 、 短 大卒4.そ の 他(

1.賃 貸 マ ン シ ョン ・アパ ー ト

2.賃 貸一・戸 建

3.社 宅

4.分 譲マ ンシ ョン

5.持 家 一 戸 建

県 ・都

)

)

市 ・区 ・郡

*ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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5-2.分 析 デ ー タ ー そ の1

ー

杏
ω

ー

{.1 )年 齢 (2)ご 結婚 (3}ご ■泉

1. 2.

'

3. 4. 5. 6. 7. 1.2. 1. 2.
'3

.

お

4. 5..

25 26 31 36 41 51 61
未

既 未
未

専
自 動

パ
未

才 ～ ～ ～ ～ ～ 才 回 回
桑 営

め

⌒ {

そ 岡

の
以

下

3d

才

35

才

40

才

50

才

60

才

以

上

答 婚 婚 答
主

婦

集
正

社
ト 他 客

'

会

員 一

)
・

100.0 4'.5 14.0 20.4 25.9 2L1 8.2 3.9 1.5 92.35.5 2.1 52.5 7.0 17.7 17.1 3.32.1

(1) 1・ 亨べ て知 ってい ゐ 75.2 60.0 60.9 77.6 83.5 76.8 85.2 69ぶ2 20.0 78,538.9 28.6 78.5 78.3 63.8 83.9 63,628.6

2.一 部 知 ってい る 20.5 33.3 34.8 17.9 12.9 18.8 ll ..1 30.8 60.0 18,544.4 42.9 18.0 21.7 29.3 14.3 36,428.6

3.ほ とん ど知 らない 4は 6.7 4.3 3.0 3.5 4.3 3.7 0.0 20.0 2,616.7 28.6 3.5 o.o 6.9 0.0 0,042.9

未 回 答
0.3 0.0 o.o 1.5 0.0 o.o o.o o.o o.o 0.30』 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 OqO.0

(2) 1.あ る 35.2 33.β 23.9 31.3 36.5 33.3 59.3 38.5 60.0 36,111.1 57.1 37.8 60.9 15.5 35.7 36,442.9

2.な い 63.9 66.7 76.1 68.7 62.4 63.8 40.7 6L5 40.0 62,988.9 42.9 60.5 39.1 84.5 64.3 63,657.1

未 回 答
o.9 0.0 0.0 o.o 1.2 2.9 0』 0.0 0.0 1.00.0 0.0 1.7 o』 0.0 0.0 0.00.0

(3) 1.■ 話 84.1 60.0 84.8 85.1 84.7 88.4 85.2 69.2 100.0 85.46Ll 85.7 86.0 73.9 84.5 82.1 72.7100.0

2.電 気
83.2 60』 82.6 82.1 85.9 87.0 88.9 61.5 100.0 84,161.1 100.0 87.2 69.6 77.6 82.1 72.7100.0

3.ガ ス
81.0 53.3 76.1 79.1 84.7 84.1 88.9 84.6 80.0 82,855.6 71.4 84.9 65.2 77.6 78.6 81,885.7

4.水 道
79.2 60.0 78.3 71.6 83.5 84.1 88.9 69.2 80.0 79,866.7 85.7 83.1 73.9 77.6 75.0 63,671.4

5.NHK
63.6 33.3 56.5 61.2 63.5 71.0 81.5 61.5 60.0 65,933.3 42.9 65.7 52.2 62.1 67.9 54,542.9

".



(1)年 齢 {2}

1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 1

25 26 31 36 41 51 61
未

既

才 ～ ～ ～ ～ ～ 才 回

以 30 35 40 50 60 以 答 婚

下 才 才
才 才 才 上

.

(3') 1.す べて知 ってい る
23.9 6.7 28.3 31.3 23.5 20.3 22.2 23.1 0.0 25.

イ 2.一 部 知 っ て い る 31.5 40.0 19.6 25.4 29.4 39.1 37.0 46.2 60.0 30.

3.ほ とんど知 らない 26.3 20.0 30.4 25.4 29.4 27.5 25.9 0.0 20.0 26.

4.ま った く知らない 10.4 13.3 lo.9 1L9 10.6 5.8 11.1 15.4 20』 9.

1

未 回 答 8.0 20』 lo.9 6.0 7.1 7.2 3.7 15.4 o』 7.

念
0 1.し て い る 3818 26.7 43.5 35.8 32.9 44.9 44.4 46.2 40.o 40.

1 2。'し て い な い 52.3 40.0 45.7 56.7 60』 47.8 5L9 38.5 60.0 51.

未 回 答 8.9 33.3 10.9 7.5 7.1 7.2 3.7 15.4 o.o 8.

ハ 1.指 定で きた らよい 35.5 53.3 41.3 40.3 3L8 36.2 25.9
、

15.4 20.0 34.

2.今 のま まで よい 26.6 20.0 19.6 22.4 24.7 30.4 40.7 38.5 40.o 27.

3.ど ち らで もよい
29.4 o.o 28.3 3L3 35.3 26.1 29.6 30.8 40.0 29.

未 回 答 8.6 26.7 10.9 6.0 8.2 7.2 3.7 15.4 o.o
'
8.

(3") 1.い つも見 てい る 61.2 53.3 63.0 672 60.0 58.0 59.3 69.2 40.0 62.

イ 2.時 々見 ている 24.8 20』 21.7 22.4 27.1 26.1 25.9 15.4 60』 23.

3.ほ とん ど兇な い
4.9 0」 6.5 4.5 4.7 5.8 7.4 0.0 o』 5.

4.全 然見な い
1.5 o.o o』 1.5 2.4 1.4 3.7 0.0 0』 1.

未 回 答 7.6 26.7 8.7 4.5 5.9 8.7 3.7 15.4 o.o 7.

口 1.あ る lL9 6.7 13』 19.4 9.4 10.1 11.1 o.o 20.0 12.

2.な い 79.5 60.0 78.3 73.1 83.5 81.2 88.9 84.6 80.0 79.

未 回 答 8.6 33.3 8.7 7.5 7.1 8.7 o.o 15.4 0.0 8.
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口)年 齢 {2)ご 結 婚 {3)ご 職業

1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 1.2. 1. 2. 3.4
.

お
5.

25 26 31 36 41 51 61
未

既 未
未

専
自 勃 バ 未

才 ～ ～ ～ ～ ～ 才 回 回
集 営

め

(1

そ

の

岡

以

下

30

才

35

才

40

才

50

才

60

才

以

上

答 婚 .婚 答
主

婦

集
正

卜社

員

}

他
客

(4)1.保 存 しないで捨 てる 13.1 o』 21.7 11.9 14.1 lL6 11.1 15.4 0.0 13,216.7 0.0 12.2 4.3
.

22,412.5 9.1 o.o

2.1ヶ 月以内 は保存 している 12.8 6.7 8.7 19.4 15.3 10.1 7.4 7.7 20.0 12,911.1 14.3 12.8 13.0 121114.3 9.1 14.3

3.3ヶ 月以内 は保 存 している 11.3 6.7 15.2 10.4 9.4 14.5 11.1 7.7 o』 lL95.6 0.0 12.2 o.o 10,314.3 18.2 o.o

4.6ヶ 月以内 は保 存 して いる 8.3 26.7 6.5 7.5 8.2 8.7 oほ 7.7 20.0 8.35.6 14.3 9.3 o.o 8.67.■ o.o 28.6

5.1年 以内 は保存 している 23.2 26.7 15.2 23.9 20.0 30.4 25.9 23.1 20.0 22,833.3 14.3 22.7 17.4 17,226.8 63.6 14.3

6.1年 以上 保存 している 26.3 26.7 26.1 19.4 27.1 23.2 40.7 38.5 40.o 25,822.2 57.1 25』 56.5 24,123.2 0.0 42.9

未 回 答 4.9 6.7 6.5 7.5 5.9 1.4 3.7 o.o 0.0 5は5.6 o.o 5.8 8.7 5.21.8 0.0 o.o

(5)1.し て い る 26.9 26.7 30.4 16.4 27.1 30.4 33.3 30.8 40.0 27.51L1 42.9 26.2 52.2 22,417.9 36.4 57.1

2.し てい ない 72.5 66.7 69.6 83.6 72.9 69.6 66.7 61.5 60』 72,283.3 57.1 73.8 47.8 75,982.1 54.5 42.9

未 回 答 0.6 6.7 o.o o.o 0.0 o.o 0.0 7.7 Oq 0.35.6 o』 o』 0.0 1.70.0 9.1 o.o

(5')1.前 月の金額 と比較 している 15.3 20.0 13.0 13.4 1L8 20.3 18.5 23.1 o』 15,911.1 0.0 15.7 21.7 19,010.7 9.1 0.0

2.過 去散ヶ月の 金額 と比 較 している 11.9 13.3 17.4 4.5 14.1 13.0 7.4 15.4 20.0 12.30.0 28.6 12.2 13.0 6.98.9 27.3 42.9

3.前 年同月の金 額 と比較 している 10.4 6.7 17.4 9.0 7.1 lo.1 18.5 0.0 20.0 10.60.0 28.6 10.5 13』 5,210.7 9.1 42.9

4.活 用 していな い 2.1 0.0 2.2 o』 3.5 1.4 3.7 7.7 0.0 2.05.6 0.0 1.2 13』 0』3.6 o.o 0.0

5.そ の他 0.3 0.0 0.0 L5 o』 0.0 o.o 0.0 0.0 0.30.0 0.0 0.6 o.o 0.00.0 0.0 0.0
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(1)年 齢 {2)ご 結婚 {3)ご 願泉

1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 1.2. 1. 2. 3.

お

4. 5.

25

才

26

～

31

～

36

～

41

～

51

～

61

才

未

回

既 未
未

回

再

築

自

営

勤

め

(

パ

1

そ

の

未

岡

以 3d 35 40 50
60 以 答 婚 婚 答

主 業
正

卜 他
答

下 『 才 才
才 才 才 上

㊨

婦
社

員

)

.

93.3 【00.0 89.1 95.5 92.9 95.7 85.2 100.0 、80.0 93,494.4 85.7 93.0 95.7 89.7 98.2 90.9 膓1・・1

(6) 1.必 要

6.7 0.0 10.9 4.5 7.1 4.3 14.8 0.0 20.0 6.65.6 14.3 7.o 4.3 10.3 L8 9.1 14.3

イ 2.不 必要

o.o 0.0 0.0 0.0 o.o 0.0 0.0 0.0 o.o 0.00.0 0.0 o.o 0』 0』 0.0 0.0 lLO

未 回 答

0.3 o.o o.o 1.5 0.0 o湿 0.0 0.0 o.o 0,30.0 0.0 0.0 0』 1.7 0.0 0.0 u.o

口 1.整 理 が大度

2.あ って も見ないか ら
0.6 0.0 o.o 0.0 1.2 0.0 3.7 0.0 0』 0.70.0 0.0 o.o 4.3 1.7 0.0 0.0 0.0

3.預 貯金 通帳 に記 帳される 5.8 oは 10.9 3.0 5.9 4.3 ll.1 0.0 20.0 5.65.6 14.3 7.0 0.0 6.9 1.8 9.1 14.3

ので特 に必要 がない

4.そ の 他
0.6 o.o 0.0 L5 0.0 0.0 0.0 7.7 0.0 o.70q 0.0 1.2 0.0 o.o 0.0 0.0 0.0

未 回 答 92.7 100.0 89.1 94.0 92.9 95.7 85.2 92.3 80』 92,794.4 85.7 9L9 95.7 89.7 98.2 90.9 85.7

(7) 1.便 利であ る
65.1 46.7 73.9 68.7 6L2 76.8 48.1 38.5 60.0 65,655.6 71.4 68.0 43.5 70.7 60.7 63.6 57.1

イ
2.今 まで 通 り 、 17.1 13.3 6.5 14.9 17.6 14.5 40.7 30.8 20.0 17.95.6 14.3 i5.7 47.8 6.9 19.6 18.2 14.3

それぞ れバラバ ラで よい

3.ど ち らで もよい 16.8 33.3 19.6 14.9 2L2 8.7 11.1 23.1 20.0 15,933.3 14.3 15.7 8.7 20.7 19.6 9.1 28.6

未 回 答
0.9 6.7 0.0 い5 0.O 0.0 o.o 7.7 o』 n.75.6 0.0 0.6 0.0 1.7 0.0 9.1 o.o

口 1・ バラバ ラよ り一回 にま とめ て
53.2 40.0 63.0 6L2 42.4 56.5 59.3 38.5 40.0 54,044.4 42.9 51.2 34.8 62.1 62.5 36.4 42.9

引落 された方 がよい

2.そ れぞれバ ラバラの方 がよい
13.8 26.7 10.9 lL9 16.5 14.5 11.1 0.0 20.0 13,222.2 14.3 15.1 30.4 10.3 8.9 9.1 o.o

3.ど ち らで もよい
30.6 20.0 26.1 25.4 41.2 24.6 29.6 46.2 40卍 30,527.8 42.9 32.0 30.4 25.9 28.6 27.3 57.1

未 回 答 2.4 13.3 o.o 1.5 o.o 4.3 0.0 15.4 0.0 2.35.6 0.0 L7 4.3 L7 o.o 27.3 lLO

(8) 1.今 後 とも繕 擁 して
・ 86.2 53.3 87.0 88.1 87.1 9L3 85.2 84.6 80.0 87,177.8 71.4 90.1 65.2 81.0 89.3 8L8 85.7

口座振 替えを利用 する

2.近 いうちに口座 振替え を 2.4 o』 2.2 3』 2.4 2.9 3.7 0.0 0.0 2.05.6 14.3 L2 4.3 6.9 L8 o.o n.{1

利用する

3.今 後 とも口座振替 えを 6.4 13.3 8.7 4.5 7.1 4.3 3.7 15.4 0.0 7.00.0 0.0

、

7.6 17.4 L7 1.8 18.2 ll.〔1

利用 するつもりはない

4.口 座 振替えをやめ ようと
i.5 0.0 2.2 L5 2.4 0.0 3.7 0.0 0.0 1.70.0 0.0 0.6 4.3 L7 3.6 o.o lln

思 っている 6.4 33.3 0.0 3.0 L2 1.4' 3.7 0.0 20.0 2,316.7 14.3 0.6 8.7 8.6 3.6 0.0 レ1.メ

未 回 答

、
'
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(4)学 歴 (5)お 住い
{6}ご 住所

1. 2. 3. 4. 1. 2.3. 4. 5. 1 2 3 4 5

中

学

'

専

門

学

大

学

卒

そ 未
賃 ア

貸 パ

賃
,社貸

一

分

團
持

家
未 都 都 神 千 埼 未

●

高 亘
以 の 回 マ1

ン ・ト 戸 宅

マ

ン
一 回 内 下 奈 華 玉 回

佼 短
上

他
答 .

.シ. 建 シ 戸 答 川 答

卒 大
ヨ ヨ 建

卒
ン ン

.
・

100.0 47.7 23.8 22.3 1.5 4.5 27.5 2,714.9 14.3 36.6 3.6 64.2 1.5 27.8 2.4 o.9 3.0

(1) 1・ すべ て知 っている 75.2
'
82.1 71.8 69.9 80.0 46.7 72.2 88,981.6 78.7 75.0 50.0 74.3 60.0 80.2 75.0 100.0 50.0

2.一 部 知 って い る 20.5 14.1 28.2 23.3 20』 33.3 25.6 11,112.2 19.1 20.8 25』 21.4 20.0 17.6 25.0 o.o 30』

3.ぱ とん ど知 らない 4.0 3.2 o.o 6.8 0.0 20.0 2.2 0.06.1 2.1 3.3 25.0 4.3 20.0 1.1 o.o o山 20.0

未 回 答 0.3 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 o.o 0.00.0 0.0 0.8 o.o 0.0 0.0 1.1 0.0 o.o o.o

(2)
1.あ る 35.2 33.3 38.5 35.6 60』 26.7 25.6 66,732.7 25.5 45ほ 33.3 33.3 20.0 39.6 62.5 66.7 10.0

2.な い 63.9 65.4 60.3 64.4 40.0 73.3 73.3 33,365.3 74.5 54.2 66.7 65.7 80.0 59.3 37.5 33.3 90.0

未 回 答 o.9 1.3 1.3 0.0 o』 0.0 1.1 0.02』 0.0 0.8 o.o 1.0 0.0 1.1 oq o』 0.0

(3) 1.電 話 84.1 77.6 91.0 89.0 100.0 86.7 78.9 88,979.6 93.6 85.0 91.7 84.3 100.0 82.4 75.0 100.0 go.o

2.電 気 83.2 75.6 91.0 89.0 100.0 86.7 73.3 88,979.6 95.7 87.5 75』 82.9 100.0 82.4 75.0 100は go.o

3.ガ ス 81.0 73.7 87.2 89.0 100』 80.0 66.7 88,981.6 95.7 86.7 66.7 81.9 100.0 75.8 87.5 100.0 90.0
.

4.水 道 79.2 72.4 82.1 90.4 80.0 80.0 67.8 77,875.5 93.6 85』 66.7 81.0 100」 73.6 62.5 100卍 goは

5.NHK 63.6 57.7 69.2 69.9 80.0 60.0 47.8 44。47L4 74.5 70.8 50.0
'

63.8 80.0 64.8 50.0 33.3 60.0



ハ.

(4)学 歴 {5)お 住い {6}ご 住所

1. 2. 3. 4. 1. 2。3、 4. 5. 12 345

中

学

専
'門

大

学
そ 未

賃 ア

貸 バ

貫 社

貸

分

囲
椅 末

家

都 都 神 子 埼 未

◆ 学 率'
の 回

マ1 一 マ _回 内 下 奈 葉 玉 目

高
,校 以 ン ト 戸 宅 ン

「

校 6
上

他 答 シ. 建. シ 戸 答 川 答

卒 大

卒

ヨ

ン

ヨ.

ン

建

23.9 28.2 16.7 23.3 20,020.0 22.2 22,220.4 36.2 22,516.7 23.30』 27.537.533◆30.0

(3'} 1.亨 べ て知 ってい る

イ 2.一 部 知 っ て い る 31.5 30.1 38.5 23.3 40,046.7 32.2 33,340.8 19.1 29,258.3 31,920.0 29,725,033,350.0

3.ほ とんど知 らない 26.3 22.4 30.8 30.1 40』20.0 2L1 33,320.4 29.8 30.825』 26,760.0 22,012,533,350.0

4.ま ったく知 らな い 10.4 8.3 9.o 16.4 0,013.3 12.2 11,110.2 10.6 10.00.0 9.520卍 13.212.50.00.0

1
未 回 答 8.0 10.9 5.1 6.8 0.00』 12.2 0.08.2 4.3 7.50.0 8,60』 7,712.50◆00.0

畠 口 1.し て い る 38.8 41.0 42.3 3L5 20.040』 43.3 22,228.6 46.8 38,333.3 38.10.0 46,225,033,320.0

1 2.し て いない 52.3 46.8 51.3 61.6 80,060.0 43.3 66,763.3 48.9 53,366.7 52.4100q 45,162,566,780.0

未 回 答 8.9 12.2 6.4 6.8 o.oo.o 13.3 11.18.2 4.3 8.30.0 9.5叫0 8.812.50.00.0

ハ 1.指 定で きた らよい 35.5 34.0 41』 38.4 20,013.3 36.7 55,634.7 34.0 35,025.0 35,740.0 33,050,066,730.0

2.今 の ままでよい 26.6 26.3 26.9 21.9 20,053.3 28.9 11,120.4 17』 29,258.3 24,820.0 31,912.50◆040.0

3.ど ちらでも よい
29.4 28.2 26.9 31.5 60,033.3 2L1 33,336.7 42.6 28,316.7 3・1,020.0 26,425,033,330.0

未 回 答 8.6 11.5 5.1 8.2 0.00.0 13.3 0.08.2 6.4 7.50』 8.620』 8,812.50◆00.0

{3") 1.い つも見 ている 6L2 62.2 64.1 57.5 80,046.7 57.8 77。86L2 61.7 63.350』 60,040.0 67.075◆OlOO,020.0

イ 2.時 々見 ている 24.8 20.5 23.1 31.5 20,046.7 23.3 22,226.5 27.7 21,750.0 24,860.0 19,812.50,070.0

3.ほ とん ど見な い
4.9 3.8 7.7 5.5 o』o,o 5.6 0』2.0 6.4 5.80』 6.20.0 3.30.00.00.0

4.全 然見 ない 1.5 2.6 o』 0.0 0.06.7 2.2 0』2.0 0.0 1,70』 1』0.0 2.20.00.010.0

未 回 答 7.6 10.9 5.1 5.5 o.oo』 11.1 0.08.2 4.3 7.50.0 8.10.0 7.712.50.00.0

口 1.あ る 11.9 8.3 17.9 15.1 20.00.0 7.8 11,112.2 19.1 13.30.0 16.20』 5.50.00.00.0

2。 な い 79.5 80.1 75.6 78.1 80.OlOO.0 80.0 77,879.6 74.5 79.2100.0 74.3100.0 87,987,566.7100.0

未 回 答 8.6 11.5 6.4 6.8 0。00.0 12.2 11,182 6.4 7.50.0 9.50.0 6,612,533.30.0
.

ラ 」 ' ,,●
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(4)学 歴 {5)お 住 い
{6)ご 住所

1. 2. 3. 4. 1. 2.3. 4. 5. 1 2 3 45

中

学
■

専

門

学

大

学

卒

そ 未
賃 ア

貸 バ

賃
1社貸 分

譲

持

家
未 都 郁 神 千 埼 未

高 ぱ
以 の 回 マ1

ン ト

一

戸 宅
マ

ン
一 回 内 下 奈

事 玉 固

佼 短
上

他
答 シ. 建 シ. 戸 答 川 答

卒 大
ヨ ヨ 建

卒
ン ン

(4)1.保 存 しな いで捨 てる 13.1 11.5 14.1 17.8 20.0 0.0
'
10.0 1Ll8.2 17.0 16.7 8.3 13.3 o』 15.4

・
0,033.3 o』

2.1ヶ 月以内 は保存 している
12.8 12.2 14.1 12.3 20.0 13.3 14.4 0,Ol8.4 14.9 10.0 8.3 13.3 40.0 11.0 0.00.0 20.0

3.3ヶ 月以 内は保存 してい る
11.3 14.1 9.0 9.6 o.o 6.7 14.4 11,114.3 4.3 lL7 o.o lL4 ,20.0 8.8 12,533.3 20.0

4.6ヶ 月以内 は保存 して`、る 8.3 6.4 10.3 8.2 oは 20.0 12.2 33.34.1 4.3 5.0 25』 8.1 o.o 7.7 0,033.3 20』

5.1年 以内 は保存 している 23.2 26.3 25.6 16.4 20.0 13.3 23.3 11,130.6 12.8 25.0 25.0 21.4 20.0 29.7 25.00』 10.0

6.1年 以上 保存 している 26.3 25.6 23.1 30.1 40.0 26.7 25.6 33,318.4 34.0 26.7 25.0 26.7 20』 23.1 62,50』 30.0

未 回 答 4.9 a・8 3.8 5.5 oは 20.0 0.0 0.06.1 12.8 5.0 8.3 5.7 0.0 4.4 0.00.0 0.0

(5)1.し て い る 26.9 26.3 25.6 32.9 0.0 20.0 23.3 55,618.4 25.5 30.0 4L7 26.2 40ほ 27.5 50.00.0 20.0

2.し ていない 72.5 73.7 73.1 67.1 100.0 73.3 76.7 44,481.6 74.5 68.3 58.3 73.3 60.0 71.4 50.OlOO』 80.0

未 回 答 0.6 0.0 1.3 0.0 0.0 6.7 0.0 0.00.0 0.0 1.7 0.0 0.5 o』 1.1 o』o.o o』

(5')1.前 月の金額 と比 較 してい る 15.3 14.7 .15.4 19.2 0.0 6.7 14.4 22.28.2 17.0 18.3 8.3 14.8 20.0 15.4 50.00』 0』

2.過 去 数 ヶ月の金 額 と比較 してい る 11.9 9.6 11.5 16.4 oは 20.0 12.2 0,010.2 12.8 11.7 25』 12.9 20.0 8.8 12.50.0 20.0

3.前 年同 月の金額 と比較 している 10.4 9.0 11.5 12.3 0.0 13.3 11.1 33.34.1 10.6 10.0 16.7 10.5 o.o 11.0 0.00.0 20』

4.活 用 して いない 2.1 1.9 1.3 4.1 0.0 o』 2.2 0.02.0 0.0 2.5 8.3 2.4 0.0 1.1 12.50.0 0.0

5.そ の他 0.3 0.0 0.0 L4 0.0 0.0 1.1 0.00.0 0.0 o.o 0.0 0.5 o』 o』 o』o.o 0.0
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(4}学 歴 (5)お 住い (6}ご 住所

1,

中

学
■

高

校.

卒

2.

専

門

学

亘
知

大

卒

3.

大

学

卒

以

上

4.

そ

の

他

未

回

答

1.

賃 ア

貸 パ

マ1

ン ト

シ.

ヨ

ン

2.3.

賃
,社貸

一

戸 宅

建

4。

分

譲

マ

ン

シ
ョ

ン

5.

持

家

二
F

建

未

回

答

12

郎 都

内 下

3

神

奈

川

45

千 埼

薬 玉
「

未

回

答

(6)

イ

1.必 要

2.不 必 要

未 回 答

93.3

6.7

0.0

95.5

4.5

0.0

89.7

10.3

0.0

94.5

5.5

0.0

80.0

20.0

0.0

86.7

13.3

0.0

94.4

5.6

0』

77,898.0

22.22.0

0.00』

91.5

8.5

0.0

92.5

7.5

0.0

91.7

8.3

0.0

94.3100.0

5.70.0

0.00.0

9L2

8.8

0.o

100』100.0

0.00』

0.00.0

80.0

20.O

oほ

口 1.整 理 が大変

2.あ っても見 ない か ら

3.預 貯金通 帳に記帖 される
「

ので特 に必要がな い

4.そ の他

未 回 答

o.3

0.6

5.8

0.6

92.7

0.6

0.6

3.2

0.0

95.5

o.o

o.0

10.3

0.0

89.7

0.O

o.0

5.5

1.4

93.2

0.O

o.0

20.0

20.0

60.0

o.0

6.7

6.7

0・
.0

86.7

1.1

L1

3.3

0.0

94.4

0』0.0

0.00.0

22.22.0

0.00.0

77,898.0

oほ

0』

8.5

0:0

91・.5

o.0

0.8

6.7

L7

90.8

o.0

0.0

8.3

0.0

91.7

0.50.0

0.50.0

4.80.0

0.00.0

94.3100』

o.0

1.1

7.7

2.2

89.0

0.00.O

o』o.0

0.00.0

0』0.0

100.OlOO.0

0.0

0.0

20』

0』

80.0

(7)

イ

1.便 利で ある

2.今 まで通 り、

それぞれバ ラバラで よい

3.ど ちらでも よい

未 回 答

65.1

17.1

16.8

0.9

60.3

2L8

1?.3

0.6

70.5

12.8

15.4

1.3

76.7

9.6

13.7

0は

40.0

20』

40.0

0.0

40.0

26.7

26.7

6.7

62.2

15.6

21.1

1.1

55.67L4

33,314.3

11,114.3

0.00.0

63.8

14.9

21.3

0』

66.7

18.3

13.3

1.7

58.3

25』

16.7

0.0

67.1100.0

16.70.0

15.20.O

l.00.0

6L5

18.7

18.7

1.1

50,066.7

25,033.3

25.00.0

0.00.0

50.0

10』

40.0

0.0

口 1・ バ ラバラ より一回 にま とめて

引落され た方が よい

2.そ れ ぞれバ ラバラの方 がよい

3.ど ちらで もよ.い

未 回 答

53.2

13.8

30.6

2.4

55.1

13.5

28.2

3.2

47.4

16.7

34.6

1.3

60.3

12.3

26ほ

L4

40.0

0.0

60は

0.0

33.3

13.3

46.7

6.7

55.6

15.6

24.4

4.4

88,955.1

11,112.2

0,032.7

0.00.0

42.6

12.8

44.7

0.o

53.3

13.3

30.0
'

3.3

41.7

16.7

41.7

0.0

54.8100』

12.90」

30.00.0

2.40.0

49.5

18.7

28.6

3.3

37,566.7

0,033.3

62.50.0

0.00.0

40』

o.0

60.0

0.0

(8)

・

1.今 後 とも継統 して

口座 振替 えを利用 する

2.近 いうちに口座 振替え を

利 用する

3.今 後 とも口座振替 えを

利用するつ もりはない

4.口 座振替 えをやめ ようと

思 っている

去1回 答

86.2

2.4

6.4

1.5

3.4

82.7

1.9

9.0

2.6

3.8

89.7

3.8

2.6

1.3

2.6

90.4

1.4

6.8

0.0

1.4

100.0

0.O

o.0

0.O

o.o

80.0

6.7

0は

o.0

13.3

78.9

3.3

10.0

3.3

4.4

88,985.7

0.06.1

0.08.2

0.00.0

1L10.0

93.6

0.0

4.3

0』

2.1

90.O

l.7

3.3

1.7

3:3

7,5』

o』

16.7

0』

8.3

86,280.0

2.90.0

8.10」

1.40.0

1.420』

86.8

2.2

3.3

2.2

5.5

87,566.7

0.00.0

12.50』

0.00.0

0,033.3

90』

0.O

o.0

0.O

lO.0

一"
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この報 告書は,日 本 自転車振興 会か ら競輪収益 の一部で

あ る機械 工業振興資金 の補助 を受 けて作成 した ものである。

-P

公共料金処理通知の共同化に

関す る調査報告書

昭 和62年1月

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー

〒105

東 京 都 港 区 浜 松 町2丁 目4番1号

世 界 貿 易 セ ン タ ー ビル7階

電 話03(459)8581(代)

株 式 会 社 正 文 社

〒113

東 京 都 文 京 区 本郷3丁 目38番14号

電 話03(815)7271

(無 断転載禁)
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